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宇都宮⼤学地域デザイン科学部コミュニティデザ
イン学科教授、地域防災部⾨部⾨⻑
⼀般社団法⼈とちぎ市⺠協働研究会副理事⻑
ふくしまつぎのまなび研究会共同代表
コミュニティ政策学会関東⽀部⻑
専⾨は市⺠参加、地域⾃治（住⺠⾃治＋関係⼈
⼝）。授業ではまちづくり論やNPO論を担当。
「１⼈で⾒る夢は夢に終わるけれど、3⼈いれば始
められる。5⼈いればなんだってできる」をモッ
トーに、まちづくり塾主宰、若者の社会参加の⽀
援を⾏う。

委員等：
Ø栃木県社会貢献懇談会会長
Ø栃木県生涯学習審議会会長
Ø宇都宮市みんなでまちづくり協議会座長
Ø宇都宮市魅力ある学校づくり地域協議会座長
Ø宇都宮市空き家会議座長
Ø栃木市男女共同参画審議会会長
・・・

Ø福島県田村市集落支援員さんの活動支援
Ø福島国際研究教育機構まちづくり分野研究チーム代表教員

①⾃⼰紹介
2015

中間⽀援NPOの理事・事務局として15年従事。
横浜や平塚などにおいて⾃治会町内会のまちづ
くり⽀援、地区センター職員研修、地域福祉計
画策定⽀援、横浜市市⺠活動⽀援センター副責
任者、⻄区市⺠活動⽀援センターを担当。この
他、地域づくり⼤学校の設⽴・運営に⻑年従事。
その後横浜市が政策化し全区で事業化。この他、
よこはま⾷事サービス連絡会事務局、復興庁
ソーシャルビジネス事業を担当。
学位：博⼠（政策・メディア）

委員等：
Ø横浜市協働事業検証推進会議 委員2008-10
Ø横浜市男女共同参画センター北 市民運営協議会2010-
2013

Ø藤沢市都市景観審議会委員2004-14
Ø平塚市市政アドバイザー2013-14
Ø港南区、保土ケ谷区等のまちづくり支援や、ヨコハマアー
トサイト等で助成金審査員 など
その他：

横浜市市立大学等でコミュニティ政策に関する非常勤講師。
専門社会調査士、一級建築士。

神奈川 to 栃⽊ 



５つの⾃治会で。＠横浜市⼾塚区

地⽅の若者の居場所
＠⽇光市 ⾼校⽣のまちづくり参加

＠真岡市
中学校の防災訓練を楽しく
＠那須塩原市

地区と世代を超えたワークショップ
＠さくら市河⼾

地域組織再編

若者

中⾼⽣

近
年
の

実
践
活
動

①⾃⼰紹介

自治会条例の策定や地域
支援に関する委員等
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②地域コミュニティに関する問題意識
(コミュニティ政策についての考えなどを含む)

⾃治会消滅の実態を踏まえた新たな地域⾃治モデルの創出

これまで主に10年間、以下の⼤きな問題意識を持ち、それに対応した２つの研究課題を据えて実証的な研
究を、量的・質的な社会調査の⼿法を⽤いて進めてきました。

①これまでに照らされにくかった市⺠層の参加（「意思決定の場」や「社会・地域活動」）
（図１内のⅣ）と、②それを促す既存の地域組織の再構築（図２の第3の連帯）が、これから
の地域暮らしのwell-beingを⾼める

次の10年（50代）のテーマは現在、探索中です。

図１ ①の説明図 象限Ⅳの参加が未成熟な⽇本の
バージョンアップ

問題意識

図２ ②の説明図 サードパーティの参加による地域⾃治の構想

２つの研究課題

直近の科研費研究

栃⽊県や、
福島県浜通り地区、
台湾をフィールド
として研究



⼤学院ゼミでは（博⼠6名、修⼠4名）

山鹿 誠次（やまがせいじ）,東京書籍,1979

関係⾃⽴都市構想

メガシティ・フリンジ・コミュニティ研究

中⼼都市に強く関係しながらも独⾃の歴史・
社会関係資本を有する都市づくり

⑵県外からの移住⼥性・男性の働き⽅、
地域参画

⑴内なる国際化（永住者、特定技能実習）

⑶中⾼⽣の現役時代の地域参画と卒業後の
関係⼈⼝形成

⑷フリンジエリアの福祉デザイン
（障害者、不登校）

台湾、ニュージーランド

栃⽊、福島、沖縄



論⽂
researchmap

⽯井論⽂
地域⾃治
⾃治会、中間⽀援

院⽣論⽂
国際移住者、⼥性、⾼校⽣




